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ジオシンセティック材料を用いた排水補強盛土工法

BeinZらz℃edEhnわazzkm朗ｔＭｦ坊o〔fusiz2gGeDsIJm坊e姉
Hm9iz伽taZDz9amMatGzr2IZg

赤井智幸＊

ＺｂｍｑＷｕけＡＡｚ３ｊ

嘉門雅史*＊

Ｍ日sashjKZwm”

松本哲＊玉井輝夫＊

AkiI9ajI4Z?錘凹型o”形ruo乃ｍａｊ

(1998年10月30日受理）

Inrecentyears，thereinfbrcedembankmentmethodusinggeosyntheticmaterialshasbeen

usedgenerallyasoneoftheconstructionmethodstostabilizeembankments､Althoughthegeogrid，

whichisatypicalreinfbrcingmaterial,hasgoodmechanicalproperties,itisnotsuitedtoreinlbrced

embankmentsofsoftclaybecauseoflackingdrainageeHbct・

Ｗｈｅｎａｓｏｆｔｃｌａｙｏｆｌｏｗｓｔｒｅｎｇｔｈｉｓｕｓｅｄａｓfillingmaterialfbrembankments,ｉｔｉｓｎｅｃｅｓｓａｒｙｔｏ

ｉｎｃｒｅａｓｅｔｈｅｔｏｔａｌｓｔｒｅｎｇｔｈｂｙｃｏｎｓｏｌｉｄａｔｉｏｎｄｕｅｔｏｔｈｅｄｒａｉｎａｇｅ・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｒｅａｓｏｎｗｈｙａ

ｒｅｉｎｆｂｒｃｉｎｇmaterialisbeingdevelopedwhichhaｓａｌａｒｇｅｔｒａｎｓｍissivityaswellasasuperior

strength、

Theauthorshavedevelopedseveralkjndsofgeosyntheljchorizontaldrains(abbreviatedbelowasGHDg）

whichhavebothoftheseproperties・Thispaperdescribesthem,anddiscussesamethodfbrdesigning

reinfbrcedembankmentusingGHDs．
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１． 緒言

近年，処分費の高騰や処分地の減少等の理由から，従

来廃棄物として処分されていた粘性土や建設発生土の有

効利用が強く求められている．最近ではジオシンセティ

ック材料（土木用繊維・高分子資材）を利用した「補強

土工法」に著しい発展が見られるが，従来の補強材には

排水性がないため，粘性土や建設発生土等の性状の悪い

軟弱土には適用が困難である．

筆者らは，補強機能のみならず，排水機能をも兼ね備

えた新しいタイプのジオシンセティック材料の盛土補強

材（以下，ＧＨＤ:GeosyntheticHorizontalDrainと称

す）を開発し，その効果確認のため３種類の盛土実験を

行い，軟弱土の盛土材料にも適用できる補強土工法の検

討を進めてきた．その結果，「排水補強盛土工法」とし

て実用化の段階に至った．ここでは，盛土高さ１０mの粘

性土高盛土実験を中心とした盛土実験と，排水補強盛土

工法の設計法や実用化例について報告する．
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2．実験

ＧＨＤの開発にあたっては補強や排水性，耐久性に係

わる室内実験によって材料特性を吟味し，実施工での効

果確認のため表１に示す３種類の盛土実験を実施した．

表１の盛土実験１は、崩壊した４カ所の農業盛土斜面

の復旧にＧＨＤを適用したものである．現場は大阪府内

の崩壊が多発している地すべり防止指定区域で，盛土材

料は砂混じり粘土である．実験では５年間にわたり施工

時に埋設した計測計器による現場計測や現地調査を行っ

たが，例えば，図１は現場計測から得られた記録的豪雨

時における盛土内の水位変動を示している．無補強工区

では盛土内水位はきわめて高く，水位低下に長時間を要

している．一方，ＧＨＤで補強した工区は，降雨に対し








